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1ェ 生産コスト縮減に向けた主な取り組み

1)低コスト対策

①自給飼料の増産
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肉用牛経営の生産コスト低減と経営の安定
を図るためには、自給飼料の増産を図ること
が重要である。

<飼料作物全般>

取り組みの事例
O長崎県の飼料作物作付面積は、ほぼ横
ばいで推移しているが、とうもろこしが減
少し、飼料稲WCSが増えている。

普及にあたっての留意事項
O収量性や耐病性、耐倒伏性に優れた奨
励品種を選定する。
O刈遅れによる品質低下や倒伏の防止に
努め、適期収穫で、高収量と高栄養価を
確保する。
O適正な施肥により、収量や栄養価の低
下を防ぐ。

飼料作物奨励品種一覧は、長崎県ホームページ
「長崎県 飼料作物の栽培と利用の手引き」で検索

奨励品種と非奨励品種の比較 (10a)
(例 )ソルガム (五島展示圃調査)

(奨励品種が収量 l kg当たりのコストが安い)
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収穫時期による栄養成分
(例 )イタリアン(日本標準成分表)
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施肥方法の違い(元肥と追肥の割合)と収量
(イタリアン)(農業技術体系)
(10月播種、5回収穫t施肥量合計は同量)
(春の収量向上には追肥の効果が高い)
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取り組みの事例
Oリン酸カリが少ない低成分肥料や窒素のみ
の尿素などの利用、または肥料代替効果が
高い豚糞E鶏糞利用で配合肥料を低減させ
ている。

普及にあたっての留意事項
O土壊分析を行い、施肥設計することが望ま
しいc               ′

<配合肥料と堆肥>

135
肉用牛



肉用牛_生産コスト縮減に向けた主な取り組み

<稲WCS>

取り組みの事例
OttWCSは、長期保存が可能であり、嗜
好性が高く、経営所得安定制度による国
の支援もあり、作付面積が拡大している。
O近年、倒伏に強く、高栄養価、高品質の
WCS調製が可能な茎葉型の専用品種
が育成され、作付けを推進している。

茎葉型専用品種「たちすずか」

普及にあたつての留意事項
OTDNが高く、タンパク質含量が低い
ため、他の粗飼料も給与するなど

単品での給与は避け、また必要に

応じタンパク質やビタミンAを補給
する。
O作付面積の拡大に伴い、収穫作業
の負担が畜産農家に集中しており、
複数品種作付による収穫期の分散
や、生産の外部化、固場の団地化
などによる作業の効率化が必要。

<稲わら>
取り組みの事例
O稲わらは粗飼料としての利用の他、
低品質のものは敷料として利用され
ており、低コスト生産に重要な粗飼料
となつている。

普及にあたつての留意事項
O収集時期が集中することから、計画
的な労力の確保に努める。
O雨天時に収穫すると、カビの発生な
ど品質が低下するため、ラッピングす
るなど適正な保管が必要。

<麦わら>

普及にあたつての留意事項
O牛の暗好性では大麦、ビール麦がよ
く、小麦は硬くて暗好性に劣るが、細
断したり、他の良質粗飼料と混合する

などして給与すれば、採食もよくなる。

飼料稲専用品種と食用米品種の

収量の違い

2.5

2

1.5

生

0.5 一̈

0

専用種    食用米

■乾物収量(t/10a)

取り組みの事例
○諫早では麦の栽培が多く、これまで

利用が少なかつたが、少しずつ利用
も増えている。
O麦わらは田植え前の時期で収集時
期が短いが、稲わらに比べ、ワラを

乾燥させる反転作業がなくても乾か

せることも可能で、省力的にロエル

することができる。
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肉用牛_生産コスト縮減に向けた主な取り組み

<コントラクター>

取り組みの事例
○コントラクター(飼料生産を受託または粗飼料を販売する組織)に委託することで、
飼料作物作付けに係る労力が削減されるとともに、粗飼料の安定確保が可能となる。
O県内では、稲わら収集やWCS収穫を中心に行う組織が活動し、粗飼料の安定確保
につながつている。

普及にあたっての留意事項
O離島や中山間地域など条件不利地における組織化については、飼料生産以外の作
業(たとえば、肉用牛ヘルパー)も含めた事業計画の検討が必要。

<作付け作業:水田裏作でのイタリアン播種>

取り組みの事例
O稲刈りと稲わら収集後、イタリアンをそのまま播種して軽く耕耗するだけで良好な
収量を得ている。またイタリアン生育中の堆肥散布でも良好な収量を得ている。
O稲刈り10日 ほど前で、お彼岸 (9月 23日 )過ぎに、水稲立毛にイタリアンを播種し、
省力的にイタリアンを栽培している(20年以上)

普及にあたっての留意事項
O水稲立毛への播種は残暑が厳しい時は避け、また稲刈り時は機械で固場を機械
で練らないような作業をすることでイタリアンの生育を促す。

コントラクターの情勢等
<国内情勢>
Oコントラクターの運営においては、全国の研究会や事例紹介等があるが、経営的
には利益が少ないところが多いものの、組織数は増加している。これは個別に畜
産農家が飼料生産するには労力が足りない、または機械代の負担が大きいとこ
ろによる。つまり、利益は高くないものの、畜産農家が経営を存続していくために、
畜産農家が出役またはJA等の機関が支援をして設立しているところが多い。
O北海道の調査では、畜産農家の共同作業が最も経費が少なく、コントラクターは
それよりも経費は高い傾向にあるというものがある。
O畜産農家で組織化したコントラクターな多いが、耕種農家による組織化や、集落
営農法人、建設業などの他産業からの参入もあるほか、野菜農家の農閑期にオ
ペレーター依頼する方法など、完全外部化も出てきている。
<今後>
O高齢化、担い手不足に加え、近年の飼料高騰の状況のなかでは、自給飼料生産
が再度見直されており、為替相場や世界情勢などに影響を受けることが比較的
少ない自給飼料生産をするコントラクターは重要な役割を持つと考えられる。
<飼料生産生産費の試算と留意事項>
O畑でソルゴーとイタリアン(作付け20ha)の場合、乾草換算l kgあたり34円程度
が可能 (繁殖牛経営の診断事例において、司0年ほど前と昨年であまり差がなく
安定)
O輸入乾草価格と比較して生産費が低く安定させることができるが、機械の過剰
投資を避け、まとまった面積確保と収量向上が重要
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肉用牛_生産コスト縮減に向けた主な取り組み

放牧は、放牧に取り組む前と比べて、飼料

費を約25%、 労働費を約35%削減できることか

ら、肉用牛繁殖農家の所得向上に有効な手

段である。

また、放牧に取り組むことで、増頭につな
がつた事例もある。

水田放牧

ノシバ放牧 (離島)

バヒアグラス車地での親子放牧

荒廃農地への放牧   矮性ネピアグラス草地への放牧  子供たちとのふれあい

取り組みの事例
Oバヒアグラス草地へのイタリアンライグ
ラスの追播バヒアグラスが秋で利用が

終わつた後、イタリアンを追播すると放
牧延長ができる。
O長崎県農林技術開発センターでは、バ
ヒアを採食した草地を軽く耕猛(PTO
186rpm)そのままイタリアンを播種する
だけでもリノベーター播種と変わらない

収量を得た。(放牧場だけでなく、通常の

圃場でも利用可能)
O妊娠牛の放牧は、発情観察する必要が
なく省力的なため多く実施されている。県
内には、受胎をよくするために空胎牛を
放牧して成果を上げているところもある。
O哺乳子牛と母牛を一緒に放牧すること
で、子牛の下痢が激減した事例がある。
O荒れた農地がきれいになり、周辺住民
からきれいになつたと喜ばれ、また子供た

ちが牛に興味をもって楽しんでいるところ

もある。

普及にあたつての留意事項
O草地に飼料がなくなると脱柵する恐れがあるので、放牧地の車量を定期的に確認する。
O脱柵を防止するため、放牧馴致牛と一緒に放牧させるなど、2頭以上で放牧させるとともに、電
気柵が漏電していないか定期的に確認する。
O放牧実施にあたつては、地権者や周辺住民の理解を十分に得るよう努めるとともに、必要に応じ、
展示回を設置 (お試し放牧)して、理解醸成を図る。
O農地中間管理事業の活用推進により放牧地の安定確保を図る。
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肉用牛_生産コスト縮減に向けた主な取り組み

取り組みの事例
O集落営農組織 (法人)との連携放牧
高齢化と担い手不足等により、荒地が増えてくることが懸念されている。また畜産農家に
とつて牛舎から離れている土地では牛の観察を十分にできず、放牧に取組むことが躊墜
されている。集落営農組織が放牧牛の観察をすることで連捷すれば、集落は農地の維持
ができ、畜産農家も省力化が図られる。
O山口県集落営農の放牧事例 (水田での放牧)
集落営農法人は畜産農家から牛を借りる(レンタカウ)ことで農地を維持し交付金で収入
を得ている。畜産農家は預けている期間は牛の観察と飼料給与の労力軽減と飼料費低
減を実現している。

(単位:時間/繁殖牛/年 )O飼養管理の省力化 (労働時間の短

※事例の条件 飼養頭数:22頭 (実施前)→ 31頭 (実施後)
放牧面積:220a

※資料 :放牧事例集 (平成18年 3月 、県畜産課)

○生産コストの低減 (飼料費)           (単 位: 円/繁殖牛/年 )

※事例の条件 飼養頭数: 17頭 (実施前)→ 20頭 (実施後)
放牧面積:90a

※資料 :放牧事例集 (平成18年3月 、県畜産課)を基に、H27和子牛1頭当り
生産費(第63次九州農林水産統計年報)により試算

1喚醜務 罐斑|と
す
. ||lσ蕉産ri

54.4

3.4

59.80/o

48.6%

飼料給与日調整等 91.O

7.0

98.O

除ふん日清掃等

飼養管理計 57.8 59.0%

計 115,1 65.8 57.2%

Ⅲ!爾 frニ鋭と崇健功〉ね重剪iI事:
購入飼料費 156,061 136,865 87.7%

合   計 232,469 175,680 75,60/o

普及にあたっての留意事項
O今後は、水稲栽培と裏作での放牧や、集落営農法人自らが牛を所有して経営することな
ども検討する
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肉用牛_生産コスト縮減に向けた主な取り組み

③省力低コスト繁殖牛舎の建設

ドーム牛舎は、屋根材にポリカーボネート(半透明資材)と断熱材付きガルバー板(不透明資

材)を交互に併用し、軒高を3m以上に設定した牛舎で、通常の牛舎と比較して建設単価が安く、
新規参入者や規模拡大農家の施設整備に係る費用負担が軽減できる。

また、敷料の交換回数が減るなど、作業効率が良く、労力軽減にもつながる。

<ドーム牛舎の特徴>

○牛舎内が明るく発情観察がしやすい。
O採光性がよく、敷料の乾燥が促され、敷料交換作業が低減される。
O堆肥舎の面積も少なくすることが可能。
O風通しが良く、臭気が少ない。
O運動量が増えることで繁殖雌牛のストレスが軽減され、繁殖性の改善が期待できる。
Oすべて屋根のなかで飼育するため、パドックの泥滓化がない

低コスト省力化牛舎 (ドーム牛舎) 風通しがよく、明るい構造

普及にあたつての留意事項
O牛床を乾いた状態に保つため、以下の点に注意する。
日1頭あたりの牛床面積10下以上を確保し、敷料は厚さ20cm以上になるよう投入する。
・飼槽付近はぬかるみやすいので、適宣交換するか、敷料を追加する。
・換気扇を設置することで、床の乾燥効果が高まり、夏の暑熱対策にも効果がある。

その他

新たな低コスト牛舎の仕様書や、「畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律」による低コスト1ヒ

は、次ページ以降の「今後期待できる対策」の項に記載)
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肉用牛_生産コスト縮減に向けた主な取り組み

2)生産性向上対策
の

1年 1産は肉用牛繁殖経営における最も重要な目標であり、分娩間隔の短縮により、コスト低
減及び所得向上ができる。                    '
長崎県の平均分娩間隔は391.5日 (R3年)で、全国トップクラスの成績であるが、地域間差が大
きく、また、規模拡大が進む中で個体管理をいかに行うかが課題となつている。

<観察・記帳の徹底>

普及にあたっての留意事項
O研修会の開催やパンフレットの配布等により、発情発見の啓発を図る。
O専用ソフトを活用したパソコンによる管理やICT機器 (後のページ記載)も有効な手段となる。
O発情発見器具はあくまで補助的なもので、記録と観察が重要である。

対馬地域肉用牛 繁殖分娩カレンダー (R“
月 水 六 金 上 IEノ

1号牛

2/18

1

1/28

2/19

1 1

2/22

2/1

1/11

2号牛

黄色の日付は当日で、
種付けしたら、
牛の名前を記入
(例 :2号牛 4月 1日 種付)

2段 日の赤字の日付は

分娩予定日(来年1月 11日 )

2/21 次の発情予定日は21日 後。
下の段の黄色の日付
(例 12号牛は4月 22日 予定

2/23

取り組みの事例
O発情の見逃しを防止するためには、毎日の管理の中で、観察時間を設けることが重要。
観察回数、時間を増やすことで、発情発見率は向上する。
○あわせて、繁殖台帳の整備など、繁殖記録の記帳の徹底が必要である。1年 1産を達成
している農場においては、複数の方法により記録することで、農場内や家族間の情報共有、
再確認ができる体制が整えられている。
O発情発見装置や補助具の活用は、発情発見率の向上に有効である

繁殖デT夕の見える化

フの日

I

発情発見補助具

牛の尻に、ヒートマウントデテクターを張り
付けたり、テイルペイントを塗っておくと、牛
の乗駕行動によって赤く変化したり、ペイン
トが剥がれて、発情を見つけやすくなる ヒートマウントディテクター   ティァレwペイント

発情 1回見逃しは、販売子牛 1頭当たり4万円の経費増
発情見逃し(空胎延長)による経費の増額  (発情周期21日試算 )
724,498円 (令和2年 販売子牛1頭あたり全算人生産費 (九州農林統計調査)― 子牛飼料費)
X21日 /365日 =36,697円
(子牛1頭への飼料給与量自体は、発情見逃しがあっても増減がないため計算から除外)

吟

初回種付日数・平均空胎日数の推移

― 初011備 8欧  →卜γ!鸞 簿田厳
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肉用牛_生産コスト縮減に向けた主な取り組み

<妊娠鑑定及び治療>
①分娩後40日経過した時点で、牛の状態が悪い場合は、必ず獣医師の診療を受け、必要に応じ

治療を受ける。
②治療後は、発情予定由に人工授精師が発情を確認し人工授精する。

③授精後は獣医師による妊娠鑑定を必ず受ける。
上記のように、獣医師と人工授精師が情報共有し、適切に対応を行うシステムを構築すること

より、地域全体における分娩間隔の短縮が期待できる。

普及にあたつての留意事項
0関係機関が連携し、地域における診療獣
医師と家畜人工授精師の連携体制を構築
する必要がある。

<適正な飼料給与 >
繁殖雌牛には、粗飼料の充分な給与が不
可欠であるが、自家産粗飼料は質や量が季
節や地域によつて変動することから、必要に
応じ、タンパク質やビタミンAを補給すること
で、適切な栄養状態を保つ必要がある。
また、分娩前後の濃厚飼料の増飼いは、
栄養状態を適正に保ち、分娩後の発情回帰
を促す上で重要である。

分娩前後の給与水準の違いによる初回発情
の状況

全国肉用牛振興基金協会(黒毛和種飼養管理マニュアルより抜粋)

普及にあたつての留意事項
O地域の飼養管理暦等に沿つた飼養管
理に努めるとともに、必要に応じ、成分

分析を行い、飼料設計の見直しを行う
など適正な管理をこころがける。

<超早期母子分離 >
分娩後3日から1週間で母牛と子牛

を分離する超早期母子分離方式によ

り、発情回帰が早くなり空胎期間が短
くなることで、分娩間隔が短縮される。
人工ほ育により、下痢の減少や発

育の均一化、胃の発達が促進される

など、市場性が高い子牛の生産が可

能である。
また、代用乳を増量して給与する強
化哺乳の実施により、さらに発育向上

が期待できる。

カーフハッチにおける人工ほ育

普及にあたつての留意事項
O人工ほ育に係る作業と飼料費が増
加し、また、ほ乳スペエスが必要に

るなど、導入にあたつては十分な検

討が必要。

項目 増餌あり 増餌なし

初 発情(日 )口 38=7± 8.4 42.0± 10.1

初回排卵での正常
発情発現割合(0/o)

42.9 16=7
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肉用牛_生産コスト縮減に向けた主な取り組み

肉用牛肥育経営は、資材の高止まりや 素牛価格の高騰により、厳しい経営状況にある
中、肉質、肉量のバランスのとれた枝肉を安定的に出荷することで、所得を確保する必要
がある。                      ′

長崎型新肥育技術は、肥育前期に良質粗飼料を多給する肥育体系で、事故率の低減
や回転率の改善により、所得向上が期待できる。

農林技術開発センター畜産研究部門では、前期粗飼料多給型肥育(長崎型新肥育技
術)に取組み、県内平均よりも優れた枝肉成績を収めている。

83 512.5  6it5  8,5  3.1  7.3  90.4%

長崎県内平均(H24～ 28年次)  21,239  48513   56.4   8,0

※長崎型新肥育技術は畜産研究部門5ヵ年の平均値(去勢)
※長崎県内平均は肉用牛改良センター新優良肉用牛生産情報システムより算出(去勢)

頭数 上物率

長崎型新肥育技術

2.7      6.3     74.30/a

ロース芯

面積
(cポ )

パラの 皮下脂肪
厚さ  の厚さ
(cm)  (cm)

BMS

No.

枝肉重量

(kg)

取り組みの事例
O超音波肉質診断装置を活用し
て、肥育途中で脂肪交雑の度
合いや枝肉形状等を推測する
事で、出荷時期の見極めや飼
養管理の見直しに役立てること
が期待できる。

普及に当たつての留意事項
O生後12ヵ月齢までは良質乾草を飽食させる。
O資料はマニュアル等に基づいた規定量を、
必ず計量して給与する。
O生後20ヵ月齢以降に残飼が多い等ビタミンA
の欠乏症状が見られる場合、獣医師の指示
のもと、強肝剤やビタミンA製剤を投与し、採
食量の改善を図る。
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(参考)長崎型新肥育技術マニュアル (農林技術開発センター畜産研究部門)

kg
10.O
9.5
9,0
8.5
8.O
7.5
7.O
6.5
6.0
5_5
5.O
4.5
4.O

A 3.5

長  3.O
2.5
2.O
l.5

1_O
O_5
0.O
生後月 齢

皿
稲   1,   :ラ

く飼料給与〉
☆′農厚飼料は躍六でも 1lkg/日・ 頭と呟 飽食 とする
☆稲ワラは不晰給値とする (飼構には常時稲つラがあるようにする )

☆21ヵ 月齢以降ビタミンA欠乏症による食欲 l事滞が見られる場合は、 1頭ずつ
3～4週間おきにビタミンA製剤を750∞ 単位催 □殺与する

☆ビタミンA欠芝症、熱発、暑熱等による急漱な残飼 (3kg/日・ 頭 )がある
場合は、半 日もしくは 1日 濃厚飼料を僑与せず、十分に稲ワラを摂取させる

☆出荷当日まで鋪細の授取を行う

く飼震管理〉
☆濃厚飼料の残飼が2薙/日・ 頭を越す場合は病気を疑しヽ体温測定を行う
☆〕1球の確認を慈らない (尿石ラ随)

☆球石予防に健雷却」と尿石予防却」(2コ で混台)を30g(通 3〔a】)濃摩飼料に
心 りか けて 殺 与 す る

下殉は稲ワラのカビを疑い、新鮮なワラの給与に心がける

(ン、 体 藁 期 間 の 短 い 築 を選 択 す る

生後 21ヵ 月齢以降に残飼が多い等
ビタミン Aの欠乏症状が見られる場合
ビタミンA剤を補給する

給与量はあくまでも目安と し、
採食状況に応 して加減する

生後 17ヵ 月齢以降も稲ワラを十分給与する
(最低でも800g程度を給与する )

☆残飼が無ければ1 0kg/日 ・ 顛までは計画通り給与する

☆濃厚飼料は爆六でも1lkg/日・顛とする (19カ 月齢以降〉
☆稲ワラは不断縮 ,日とする (飼柏には常時稲ワラがあるようにする)

☆19ヵ月齢以降はビタミンA欠乏症に注意する
(例 )急激な残飼 (3kg/日・頭)、 軟 {更、D肢のBこれ、フケの増加
☆19ヵ′ヨ齢螺障ビタミンA欠乏症と薙泰される急激な残飼がある場合は、
半日間濃厚飼料を給与せず、建胃剤および強肝剤の投与を行う

☆堕篤なビタミンA欠乏症 (盲目)がある場合 IよビタミンA製剤を
経□殺与する 75～ 25万単位 /頭

☆ 15ヵ月齢以降 Iよ B旨防酸カルシウム (ラ イスフ ァット)を濃厚飼料給与
との 15%を 絡与する

〈飼養管理〉

☆濃厚飼料の残飼が2kg/日・頭を越す場合は病気を疑い体′屋′員定を行う
☆蒻1啄の確開を念らない (原石予防)

☆ 尿 石 予 防 に建 B剤 と尿 石 予 防青:J(2コ で 混 台 )を 30g(通 3Θ )
濃 厚 ∞ 料 にィ心ヽりか け て ,豊多 す る

下痢 は稲 ウ ラ の カ ビ を疑 い、 新 鮮 な ワ ラ の 僑 う

濃厚飼料の ピークを 18ヵ 月齢と し
ピークを長 く維持するよう努める

前期から後期への切替は
13ヵ 月齢か ら 15ヵ 月齢までの
2ヵ 月をかけて徐々に行う

生後 13ヵ 月齢までは
良質乾革を飽食させる

〈飼料給与〉
☆濃ナ軍飼料は制 E良4のみ絡与
☆自質な乾革を不断給 1目 (飼槽には常時乾学があるようにする )

☆稲ワラは後期以降に向けての割1数であり、規定とを湛厚
銅料にlき、りかけ(猥取させる
☆濃摩嗣料の摂取量は均等になるよう注意する

(例 )飼格に嬬りのない縮等、個体数に合わせた銅料の山を作る
☆lもの牛に飼創を農ぺさせない強い牛がいる場合は、
飼料崇取時に繋ぐなどして、飼榔燥取の篤りをなくす

☆草乞挙クズが溜まらないように注意する

く飼震管理〉

☆イベルメクチン製剤による内外部寄生虫駆際を実施

☆濃厚飼料の残飼がある場合は病気を疑い体温測定を行う



肉用牛 肉用牛(繁殖)_今後導入及び普及が期待される取り組み

2日 今後導入及び普及が期待される取り組み

1)低コスト対策

①雌牛における長崎型
新肥育技術(肥育牛)

肥育牛においては、素牛価格が生産費
の50%を占めている。また長崎県では雌
子牛は去勢子牛よりも15万円ほど安価で
あるが、雌牛の肥育は少ない。
新たに策定された雌牛における長崎型
新肥育技術飼養管理基準の活用により素
牛費の低減効果や肥育期間の短縮が期待
できる。肥育中後期の濃厚飼料を飼料用
米で30%まで代替可能で、飼料費の低減
効果が期待できる。

②長崎県「低コスト牛舎仕様書」
<令和元年6月作成>

(繁殖牛および肥育牛)
O建設のポイント
1.面積を500席以内
2.屋根材は畜産波板
3.壁なし
4.施工が簡易な木造 (安価なグリーン材、
主要な柱部分はKD材)    ・
5.工程を簡素化した「べた基礎」
6.安価な在来軸組工法

③牛舎建設の規制緩和
(畜舎等の建設等及び利
用の特例に関する法律)

(令和4年4月 1日施行)
対象
畜舎および堆肥舎、高さ16m以下の平
屋建築士が設計など
メリット

建築確認が不要、技術基準が緩和、木
造は渡り廊下で3,000席を超えられる

詳しくは、県庁畜産課まで。

建設費
34,OOOF]/席
(15,7%肖 1減 )

→  28,679F]/浦
令和元年当時

普及にあたっての留意事項
O各農場での採食量が少ない時は、発情
なのか疾病なのか見極める必要あり。
O群飼の場合は、盗食等に十分留意する。
OビタミンAは、個体の状況で調整する。
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肉用牛 肉用牛(繁殖)_今後導入及び普及が期待される取り組み

2)生産性向上対策

①ICT機器利用による分娩間隔
短縮(繁殖牛)および事故防止

(繁殖牛および肥育牛)

畜産ICT機器を利用することで、人では発見
できなかつた発情を発見することができ、また

作業内容や牛の情報などをクラウド上で管理

することで、効率的な作業が可能になる。

また分娩通知機能や、活動低下日起立困難

牛 (主に肥育後期の牛)の通知機能により、牛

舎への観察回数が減り省力的になることや、

事故防止も向上する。

②子牛の育成前期濃厚飼料

多給技術(子牛の育成および

肥育牛)

子牛育成前期 (90～ 179日齢)に濃厚

飼料を多給し、後期 (180～ 269日 齢)に

制限すると、後期の粗飼料摂取量の増

加と全育成期間の日増体量の向上およ

び飼料要求率の改善がみられる。

(長崎県畜産研究部門 )

子牛  日増体量 1,12→ 1乏 lkg/日
飼料要求率 3.70■ 3.55

肥育牛 枝肉重量 522→ 552kg

取り組みの事例

O発情見逃しが減り、分娩間隔が40日 短縮でき
ている。
Oスマホで作業スケジュールや牛の情報を家族
や従業員と共有して見ることができ、また牛舎

でメモが記入できることで、作業漏れがなく

なることと、無駄が減つて効率的になつている。

O新規就農者、新規参入者にとつては、特に発
情発見など、技術に不慣れなものにとっては

便利な機器で成績向上につながつている。

O事故防止のためのお知らせ通知で、夜中な
ど牛舎へ観察に行く回数が減り、非常に楽に

なつて喜ばれている。

試験設定 育成前期 育成後期

日齢 90 120 150 180 210 240

慣

行

区

厚
料

濃

飼
3 3S 4 4 45

乾車 08 15 2 5 3 9 3 S

ワラ O S 0 5 05

甜

験
区

濃厚

飼料

3 8 4 5 4 3 4 4

乾草 0 8 12 1 9 3 3 5 4 3

ワラ 01

普及にあたつての留意事項
○各農場での採食状況や疾病等の観察

を十分に行い、個体に応じて対応。
O群飼の場合は、盗食等に十分留意する。

普及にあたつての留意事項
O利用されているところは少なく、機器代や
通信費等が高いと感じている方が多いため、

実際に利用されている方の情報を提供しなが

ら、推進を図る。
Oクラウド管理機能があるにも関わらず、発情
センサーのみ使用されているところもある。
O機器には、いくつかの種類、メーカーがあり、
どの機器がその生産者に合つているか、また

精度がまだ高くないものもあり、関係機関とと

もに検討する必要がある。 ICT機器を装着した繁殖牛
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肉用牛(繁殖)生産コスト縮減に向けた取り組み(経営シミュレーション)

3日 生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

1)繁殖牛
(円/繁殖牛1頭 )

項(費 )目

R4現状

割合

改善後

割合

削減率 主要な取組

種苗費 3,936 0.9 3,936 1.0

肥料費 24,946 5.6 7,498 1.9 70% 低成分肥料

素畜山種付費 18,505 4.2 18,505 4.6

飼料費 138,239 31.2 1331887 33.2 3%
※放牧
子牛前期濃厚飼料多給

農業薬剤日診療衛生費 16,153 3.6 16,153 4.0

動力光熱費 9,183 2.1 8,746 2.2 59` イタリアン浅型耕猛

諸材料口数料費 51753 1.3 5,753 1.4

減価償却費 100,972 22.8 100,972 25.1

雇用労働費 24,938 5.6 24,938 6.2

その他経費 101,089 22.8 101,089 25.1

計 443,712 100 403,066 1 ICT分娩間隔短縮

R4現状対比(%) 100 91 9,`

Iは平成30年長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。

各費目毎の削減率は、主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である
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肉用牛 (肥育)_生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

2)去勢および一部雌、肥育牛

(円 /生体1 00kg)

生体重(kg) 810 840

出荷頭数 121 122 ICT機器による事故防止

*は平成30年長崎県農林業基準技術で採用した技術である。 f

主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。

各費目毎の削減率は、主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である

項(費 )日

R4現状

割合

改善後

割合
削減率 主要な取組

種苗費 0 0

肥料費 0 0

素畜・種付費 86,677 48.8 32,996 49.3 4%

飼料費 65,052 36.6 58,397 34.8 10%

子牛前期濃厚飼料多給

国産乾草購入   .
メス肥育一部導入

農業薬剤・診療衛生費 1,144 0.6 1,055 0.6 8%

動力光熱費 2,038 1.1 1,949 1.2 4%

諸材料H敷料費 2,185 1.2 1,055 0.6 52% 戻し堆肥利用

減価償却費 5,447 3.1 5,210 3.1 4%

雇用労働費 0 0

その他経費 15,038 8.5 14,382 8.6 40/0

計 177,582 100 167,987 100 5% ※長崎型新肥育技術

R4現状対比(%) 100 95 5%
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酪農 酪農 生産コスト縮減に向けた主な取り組み

1日 生産コスト縮減に向けた主な取り組み

1)生産性向上対策

①牛群検定を活用した牛群改
良と適正管理による乳量向上

O牛群検定を取り組むことにより1個体ごと
の乳量口乳成分および繁殖成績等を把握
しやすくなり、適正な飼料給与や乳量向上
が図られる。
また、個体の能力も評価できて淘汰か後
継牛保留かの判断も容易になる。

巡回指導

…

と豪
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中 こう盛彎
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難2賛)■

取り組みの事例
O経産牛1頭あたりの年間乳量は、検定
未実施牛に比べ実施牛が2,500kg以上

≧曼 ことから、牛群検定の実施は所
得の向上にうながる。(※右記グラフ

参照)

○平成20年では乳量は1,800kgの差であ
つたが、令和2年では2,500kgの差と年
々差が拡大している。
O乳代では28万円/頭・年以上の差。50
頭規模では140万円の売り上げの差
O毎月、乳成分を個体ごとに把握できる
ので、ケトーシスなどの疾病の早期発
見、乳房炎予防、給与飼料の栄養バラ
ンスの確認と適正化、さらに乳質ペナル
テイー回避につながる。

普及に当たっての留意事項
O検定実施時のミルクメーター取付けに
おいて、定期点検で適正に調整された
ミルカーであれば、真空圧変動での乳
房炎発生はなく、問題ないことを説明。
O成績書は毎月見ることで価値が出てく
るので、正確に読み取り、正しく分析し、
的確な対応を早期に図ることで、酪農
経営における経済的損失を未然に防ぐ
ことができ、高品質、低コスト生産といつ
た経営改善の成果につながる。
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酪農  生産コスト縮減に向けた主な取り組み

乳用牛群検定成績書の活用方法
(基本的な見方、考え方)
1.数値で問題点の絞り込みと推測が
できる。現象の裏付けができる。
2.牛の状態、管理、牛舎など、農場
での確認は必要。
3.どういうイ頃向に向かつているか時
系列にみる。上昇基調か、下降基

調か。

(検定によつて把握できる情報)
¬.個体の実乳量、乳成分等。補正乳
量や遺伝能力。
2.過去からのデータが整理されてい
るので、成績の流れが確認しやす
い 。

(具体的データの見方 一部例)
1.分娩後、第1回の成績書で乳脂肪
が5%超えていないか(ケトーシス
疑い)
2.乳タンパクは、3%未満でないか (
栄養不足による発情遅延等)
3.体細胞数は、高くないか(潜在性
乳房炎)。
初産後すぐから体細胞数が高くな
いか (ミルカー不具合 定期点検を)。

初産牛が分娩6カ月以降に高くな
いか (過搾乳、ライナー等適正交
換を)
4.乾乳期間は長すぎたり、短すぎたりし
ていないか
5.MUNは 8～ 12,P/Fは 0.8～O.9
か。飼料栄養バランスの確認。

6「 標準乳量 (季節性、分娩歴を補正)で
各月の乳量の高低を比較しやすい。
7.牛評 (遺伝能力)数値が高い牛の子
牛を後継牛にするなど判断しやすい。

中,日 I獅 ,いわ  」 轍te 12(la―   」

専樹B
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孝働
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寺。 (譜 )
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検定成績書の一部

グラフで前年と今年を比較

標準乳量を見れば、産歴口泌乳ステージ

を補正されているので、月別乳量を比較
できる
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補正乳量で産歴ごとの牛の能力、実績、

育成方法レベルも検討でる。改良が進
んでいる若い牛ほど補正乳量は高い。

検定しないと、この数値はわからない
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酪農 生産コスト縮減に向けた主な取り組み

性選別精液の活用

雌子牛を90%の確率で生産でき
る雌性選別精液を活用し、後継牛を
生産することで、計画的な後継牛の
確保による牛舎の稼働率向上、後
継牛導入経費の低減に加え、後継
牛生産に使われない乳牛を販売価
格の高い肉用肥育素牛の生産へ仕
向けることで収益性の向上が期待で
きる。
※雌選別精液とはtX染色体とY染色体のD
NA量の差(約3.8%)に基づき、X染色体
を持つ精子(受胎により雌になる。以下「X
精子」)と、Y染色体を持つ精子(受胎により
雄になる。以下「Y精子」)を一つずつ選別し、
X精子と判定された精子で製造されている。
なお、当該精液で生産された子牛の雌比率
は90%程度。

静
震
駅

動物用受精卵注入カテーテル「モ4号」(ミサワ
医科工業製)を用い深部注入に取り組んだと
ころ、受胎率が経産牛にあっても浅部注入と
比較し、倍近くまで向上し、50%を上回つた事
例が宮城県リブロETサポートより報告されて
いる。

I―社)家畜改良事業田性選男辱構液 受臨率の推移
600雑

ヽゝ 〔,雑

:ヽ)´ r光

181筑 1忠 ら境
30鶴

t30峰
41,6К

奮aO猟

■読出■    工iく 24二    .キ ti25与     +■ 2も■

性選別精液は、(―社)家畜改良事業団、
(―社)ジェネティクス北海道等が製造販売
しているが、そのうち(―社)家畜改良事業
団分については、深部注入に取り組む生産
者、人工授精師が増えている等により、経産
牛を含む受胎率は年々向上している。なお、
平成23年の未経産牛、経産牛の受胎率は、
それぞれ49.2%、 32.5%となっている。

3与 0ヽ

ホルスタイン種経産牛に雌性選別精液の子宮角内深部注入を始

めた各実施者の受胎成績

実施者

深部注入 浅部注入

頭  数 頭  数

授精 受胎 % 授精 受胎 %

A 10 5 50.0% 87 22 25,3%

B 7 4 57.1% 14 4 28.60/。

C

合 計

2

19

1

10

50,0%

52.6°/。

17

118

6

32

35.3%

27.1%

※リブロ。ETサポート調査結果

取り組みの事例

090%以上の確率で後継牛を
生産したい高能力牛から雌子
牛が生産された。
O確実な後継雌子牛生産により、
その他乳牛をFl生産や受精
卵移植による肉用牛肥育素
牛生産に仕向けることが可能
となった。
O後継雌子牛の計画的な生産
確保、肉用肥育素牛の生産
販売による収益性向上等に
より、利用本数が増加してい

る。
※農研機構、帯広畜産大学、神奈
川県等で経済効果シミュレーショ
ンが行われている。
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酪農  生産コスト縮減に向けた主な取り組み

普及に当たつての留意事項
O既存の送風機やミスHこよる暑熱
対策と併用した効果である。
O既存の牛舎に設置する際には構
造上問題がないことを確認すること。

取組の事例
O屋根断熱材の設置により暑熱期に
おいて約4℃の舎内気温の低下効
果があつた。
O断熱材が厚く、水洗できる屋根材は
施工もスムーズで高耐久な資材で

ある。
O熱射病等による死廃頭数が抑えら
れ、残暑期における乳量回復が期

待できた。(平成27～ 28年度 家畜
生産性向上対策事業(酪農))

普及に当たつての留意事項
O利用による収益性の向上は、受
胎率に左右されること。   ォ
O通常の非性選別精液と比べ、価
格は高いが、精子数が少なく、活
力も弱いため、受胎率は低いこと。
O受胎率の向上のため、精液の取
り扱い、人工授精は、製造販売業
者のマニュアルに即し行い;適切
な凍結精液の取り扱いに努めると
ともに、正確な発情確認、適期授
精、適切な凍結精液の融解等、
基本技術を達守励行すること。
O未経産牛に比べ、経産牛の受胎
率が低いため、未経産牛への授
精が推奨されているが未経産牛
へ授精する場合も、能力が高い
と推定される、発育が良好で、正

常発情の個体へ行うこと。
O精子数が少なく、活力も弱いためt
受胎性の高い未経産牛への授精
が推奨されているが能力が判明し
ている経産牛も含め受胎率向上を
図るためには、子宮深部注入が効
果的と考えられている。

施行中

施行前

既存の屋根に1週間程度で施行可能

③暑熱対策

屋根断熱材の設置例

施行後

(参考)
施行費用 :約6,800円 /浦 (搾乳牛55頭規模)
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酪農 生産コスト縮減に向けた主な取り組み

約4℃の牛舎
内℃改善効果 残暑期の早期

乳量回復効果

2318

屋根断熱材による効果(牛舎環境温度B乳量)

℃

30 28.5
27.6

kg/頭

37

120

35

33

31

卜f

5月   6月 |

‐ 設置無し乳量

― 設置有り気温

7月   8月

設置有り乳量

― 設置無し気温

9月

一 外気温

(参考)
長崎県内の平成28年7～ 9月 の
死廃頭数は、307頭 (県内飼養
頭数6.6%)、 うち熱射病による
死廃頭数は59頭 (死廃頭数の
19.2%(NOSAI調べ)。
実証酪農における、手L熱等を原因
とする死廃牛頭数は0頭だつた(牛
群検定調べ)。

10月
牛体散水 (ソーカー)

口
暇
尊

F‐

飼槽に向けての送風

― 送風機

取り組みの事例
O牛体散水や送風、細霧装置の暑熱
対策
・細霧装置で体感温度が下がるととも
に、臭気対策も可能
・牛体に散水 (ソーカー)し、風を当てる
日牛の顔 (飼槽)に向けて風を送ると採
食量が増える。

自
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普及にあたっての留意事項
O細霧は気化熱利用なので、湿度70%
超えるときは使用しない
Oソーカーは気温が20℃以下では寒がる
ので使用しない

らない4:

凰の流 4■

牛と牛の間に熟

がこもる

牛のBy吸 が競い、魅ち器ア)｀ない

X 群 風の流れ δ δl
/ / ＼

風が通り、
'た
がこもらない

尋
(改善後)

―牛の呼吸が落ち書いてきた

(牛含ファンのイメージ図

(以會a)
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酪農 生産コスト縮減に向けた主な取り組み

④乳牛の快適性
力 コ

ヽ

⑤飼料給与と飼料設計

乳牛の快適性、飼育環境の良否以外
に、給与する飼料内容は生産性に大きく
影響する。

乳牛を快適に過ごさせることで生産
性が向上する

取り組みの事例
○牛舎は牛が寝起きしやすい構造。
ネックレールは首に食い込まない

位置に設置する。牛のケガが減り
寿命が延び、生涯生産量も増え

る。
O水が十分に飲め、飼槽もきれい
にすることで採食量が増え、乳量
も増える。
O休息時間が1時間増えると、乳量
が0.6kg増える。
Oフリーバーン牛舎等では密飼い避
ける(密飼いをなくすと、1頭あたり
乳量が向上)
O牛にやさしく接する。やさしく搾乳
しないと残乳量が1.5kg多かつた。
Oサシバエ対策として牛舎に網を張
る、または蛹抑制剤(IGR剤 )の使
用

取り組みの事例
O粗飼料の細断機の刃を交換して、シ
ャープに細断することで採食量が増
え、疾病の減少と乳量が向上。
(TMRでは、パーティクルセ′くレTタ
ーで切断長と機拌時間を検討できる)
O乾乳後期の時期に、搾乳用飼料に徐
々に切り替えて慣らすで、分娩後の採
食量が増え栄養の充足によって病気
が激減。
O自己流の設計から専門家の飼料設計
変更で成績向上
□自給飼料や輸入粗飼料も定期的に

成分分析し、飼料設計を実施するこ

とで適切な給与ができる。(飼料会社

、コンサルタント等に依頼する時も内

容説明を受け、自らも確認)
ロパソコンで設計は、最小コストの飼料
組合せが設計しやすい。

乾物摂取量 l kg増で、乳量2kg増加
飼料l kg(100円 )摂取量増える

→差し引き100円の過

例 :亭L量32kgの牛の乾物摂取量は、
維持量6kg+(32kg/2=16kg)

=22kg/1預・日

→乳量 2kg 200円 )増カロ

普及にあたつての留意事項
O関係機関と一緒に牛舎および牛
のチェックリストで現場を確認する
ことがよい。
OIGR剤は適正量を計り、牛舎隅な
ど糞があるところなどのハエ発生

場所に冬場以外で年間通じて定
期散布する。
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酪農 生産コスト縮減に向けた主な取り組み

取り組みの事例
O乾乳後期にはカリが高い草 (乾物5
%以上のもの)は給与しない。重曹も
給与しない。
O麦わらを少量 (l kg以内)給与するこ
とで、食滞改善や乳量向上にもつな
がった。
O飼料添加物の効果
日粗飼料消化率がよくなる添加物で1
牛の体訓、成績向上
・低カルシウム血症と思われる牛に、
カルシウム増量で活気づき、成績向
上
口吸着材で体細胞数が激減
・ビタミンE等抗酸化物質で暑熱対策
や血乳防止
・微量ミネラルによる飼料効率向上、
疾病予防
・過肥になつた乾乳牛には、コリンが
入つたものを添加し、病気予防
□糖蜜を給与することで、分娩時の疾
病予防や乳量向上

パーティクルセパレーター
各箱の六の大きさが違い、粗飼料を入れて
ふるうことで、粗飼料の細断長の割合がわかる

普及にあたつての留意事項
O牛の胃袋の微生物は飼料の変化に
敏感なため、飼料の切り替えは徐々
に行う。
O各飼料単価が安いだけで利用を増や
したりせず、全体設計で栄養面とコ
ストを確認
O全体飼料費があがっても、栄養不足
が改善されると乳量と所得が向上し
牛の健康もよくなる
O飼料設計は飼料会社やコンサルタン
トなど複数で確認できるとよい
O飼料添加物は使用時期、使用料をよ
く確認して無駄がないようにする
Oパーティクルセパレーターは飼料会
社等の所有物で確認してもらう
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酪農 生産コスト縮減に向けた主な取り組み

⑥乳房炎日体細胞対策

乳房に細菌が侵入して乳腺が炎症
すると乳量減少し、出荷停止にもつな
がる。
また重症になると死亡することもあ
る。基本は手し房内へ細菌を侵入させな
いことが重要。

2)低コスト対策

①後継牛の自家育成

後継牛を自家育成することで生産コ

ストを縮減させることができ、労力や施
設の不足があるときは、育成牧場に預
けることもできる。また育成方法の良否
で生涯生乳生産量も大きく影響する。

取り組みの事例
O清潔な牛舎環境 (きれいな牛体お
よび牛床)
・石灰等消毒した敷料、十分発酵し
た堆肥の敷料利用、カウトレーナ
ーの利用など)
O適切な搾乳方法
日前搾り、乳頭清拭、タイミングのよ
いユニット装着と離脱、ポストディッ
ピングの順番)
O徹底した乳頭清拭やプレディッピン
グの実施
・関係機関と地域が一体的に対策に

取り組み、特に乳頭清拭を十分に

行うことで2か月後に体細胞数が
減少して乳量向上
O搾乳機械の定期点検
・真空圧の点検、ライナー等資材の
適切な定期交換等
・ラクトコーダーを利用した搾乳方法
と機器の確認
O良質の飼料給与(2次発酵したサイ
レージなど品質が悪い飼料は給与
しない
O適正な乾早L軟膏の注入
O牛にストレスを与えない(牛舎内で
は静かにする)。

取り組みの事例
○乳牛の本来の能力や酪農科学
は同じであるはずだが、アメリカ
は日本より乳量が高い。アメリカ
の農場は衛生管理がよく、育成
方法の違いで牛の体格がよい。
体格が大きいほど、乾物摂取量
が増え乳量も高くなる。良質の粗
飼料が育成にも大きく影響する(
きくち酪農コンサルタント講演)
①自家育成にかかる生産費は導
入牛よりも5～ 8%コストを抑える
ことができる。また自家生産した

手牛を受入育成してくれる牧場も

あり、労力と施設不足を補うこと

もできる

普及にあたつての留意事項
O自家育成するときはもとより、育
成牧場に預ける場合でも、出生

時からの飼養管理牛舎環境など
基本管理の徹底が重要

普及にあたつての留意事項
O定期的な成分分析、牛群検定で高
体細胞数の牛を確認。
O第 3者 (関係機関等)による搾乳作
業の確認が効果的。
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酪農 今後導入及び普及が期待される取り組み

2口 今後導入及び普及が期待される取り組み
1)低コ 卜対策 2)生産 向上対策

①廃棄乳を活用した子牛
哺乳技術

①畜産ICT機器による分娩
間隔短縮と疾病予防

泌乳ピーク時期を過ぎると手し量は低下
していくため、分娩間隔は生乳生産量に
大きく影響する。また乳牛は泌乳量が高
いため、体の負担が大きく、疾病も多く、
牛の共用年数も短い。

首に装着された
センサー

取り組みの事例
(長崎県 畜産研究部門)
O初乳や乳房炎乳は出荷できず、廃棄さ
れる出荷乳量の約20%にもなる。ミルク
ウォーマエは、廃棄乳を60℃60分間加温
殺菌することで、子牛に哺乳させることが
でき、コスト縮減に役に立つ。

ミルクウォーマTの導入費用は45万円
減価償却費は、 45万円■7年

=約6万4千円/年・全頭
代用乳の場合は
600g/日 X60日間 X680円 /kg

=約2万4千円/頭
50頭経営
育成子牛12頭の時、28万8千円/年

O子牛下痢の減少や、代用乳を溶かす
労力も削減

く取り組みの事例>
O牛の首に装着するセンサーにより、
人が発見しにくい発情や疾病も通知
されることで見逃しが減少(優良事
例 :分娩間隔60日短縮し、病気も激減
Oさらにスマホのクラウドで作業スケジ

力的な管理が実現している
、非常に効率省ュール等の管理もでき

普及にあたつての留意事項
Oパソコン、スマホでの操作に慣れるま
では、メーカー、関係機関、仲間との情
報交換が有効
O数種類のメーカー機種があるため、自
己に合つた機種の選定を行う普及にあたつての留意事項

O機械の使用後は、洗浄を丁寧に行う。
O利用がまだ少ないため、資料を配布す
るなど普及を図る。

繁殖関連技術
乳汁による妊娠鑑定は、搾乳時の乳汁
で簡易にかつ低コストでできる

ミルクウォーマー
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酪農 今後導入及び普及が期待される取り組み

②乾乳期間短縮と給与
タンパク水準の検討

乳牛は泌乳ピーク時に、乳量に応じた飼

料必要量を摂取することが難しく、負の栄養
バランスになりやすく、疾病が多くなり、耐用

年数が短くなつている。

30～ 50日 315～ 335日

取り組みの事例
(長崎県 畜産研究部門)
①これまで乾乳期間は一般的に60日

間であつたが、40日間に短縮するこ

とでピーク乳量を抑え、かつタンパク

充足率を110%、 130%にして比較。
O乾乳期間を60日 間から40日間に短
縮し、タンパクの充足率を110%にした
ときに、疾病が減少した。

普及にあたつての留意事項
01乳期あたりの総乳量は少なかつた
ため、耐用年数が伸びることで生涯
乳量増加に期待。
O言式験頭数が少ないため、今後も検討
注視する。

産乳量

負のエネルギーバランス軽減

泌乳ピークを抑制

飼料摂取量

乳
腺
細
胞
組
織
の
再
生

泌乳期乾乳婦 分娩
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酪農 今後導入及び普及が期待される取り組み (経営シミュレーション)

ンヨンヽ一レユ
一ヽ
ヽンヽ営経′１ヽみ組

り取たけ向に減縮トスコ産生３

(円/経産牛1頭 )

項(費 )目

R4現状

割合

改善後

割合

削減率 主要な取組

種苗費 4,198 4,198

肥料費 10,851 0.8 7,413 0.6 32,l 配合肥料を低成分肥料に代替

素畜 B種付費 10,080 0.8 10,080 0.8 ※性選別精液利用

飼料費 726,242 54.8 697,689 52.7 4%
最小コスト飼料組合せ設計

ミルクウォーマー廃棄乳の利用

農業薬剤・診療衛生費 25,331 1.9 25,331 1.9

動力光熱費 39,936 3.0 38,039 2.9 5'l イタリアンの省力耕転播種

諸材料・敷料費 6,819 0.5 6,819 0.5

減価償却費 266,617 20.1 234,372 17.7 1211 乳牛の耐用年数延長と乾乳期

雇用労働費 0 0

その他経費 256,209 19,3 256,117 19.3

計 1,324,435 100 1,206,411 100 ICT分娩間隔短縮

R4現状対比(%) 100 91 9% ※牛群検定

*は平成30年長崎県農林業基準技術で採用した技術である。
主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。
各費目毎の削減率は、主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である
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養豚 養豚 生産コスト縮減に向けた取組

1日 生産コスト縮減に向けた取り組み

1)生産性向上対策

①人工授精技術や多産系母豚
鼈 上

人工授精技術の活用により、精子数や活
力をチェックすることで、受胎率の向上が期
待でき、(暑熱対策としても効果大)。 家畜の

導入回数が減るため疾病感染のリスクが減
る。また、深部注入カテーテルの利用により、
少ない注入量 (精子数)で、受胎率及び分娩
率の向上が期待できる。種雄豚については、
飼養頭数を少なくすることができ、導入経費、
飼料費、施設費の削減が図られる。
多産系母豚の利用は、産子数の増加が期
待できる。

表11回交配当たり経費の違い(母豚150頭規模 )

「養豚経営」収益アップのヒント(宮嶋松―著)

表2受胎率および分娩率

「養豚の友J20105新しく開発した子宮深部注入カテーテルを用いた
人工授精 (鈴木千恵)よリー部抜粋

精液採取

自然交配

のみ

自然交配

十人工

人工授精

のみ

経費 (円 ) 3,900 2,500 1,800

人工授精の方法
精子数
(億 )

受胎率

(%)

分娩率

(%)

頚管内授精法(通常)

深部授精法

50
10

71.4

90.5

71.4

85.7
取り組みの事例

O人工授精により分娩率が向上した。特
に夏場の落ち込みを防ぐことができた

O自然交配では母豚10頭につき種雄豚
1頭必要だつたが、人工授精では母豚

50頭につき1頭でよくなつた。

O多産系母豚の導入により、母豚1頭当
たり肉豚出荷頭数が23.7頭から26.6頭

へ増加した。

普及に当たつての留意事項

O自然交配・人工授精に関わらず、発

情確認を徹底し、適期に交配するこ

とが基本。

O精液の取り扱いや注入の際は、衛
生面に十分気をつける。

O多産系母豚の能力を最大限に引き
出すためには、その品種の特性に応

じた飼養管理が必要であるため、メ

ーカー等の指導を十分に受けること。
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養豚 生産コスト縮減に向けた取組

②オールイン・オールアウトよる
事故率の低減

オールインロオールアウト(=豚を移動日出
荷する際に、豚舎をまるごと空にして、適切
に洗浄・消毒・乾燥作業を行い、一定の空舎
期間の後に新たな豚を導入する飼養管理方
法のこと)の実施により、病気の連鎖を断ち
切り、事故率を低減させるとともに、薬剤の
使用を最小限に抑えることができる。
中小規模の場合には、スリニセブン等の
グループ生産システムヘ飼養方法を変更し
たり、簡易離乳豚舎等を利用したパーシャ
ルデポピュレーション(部分的な豚群入れ替
え)を実施することで、オールイン・オールア
ウトを可能にしている事例もある。

尋

FRP製の簡易離乳豚舎

内の温度□換気は自動で

(左写真の例 )

⇒   70日齢 (30kg)でオールアウト

吟

表1 オールインオールアウトの実施効果

ピッグフローの改善によるPRRSコ ントロール事例 (日本SPF豚研究会)よ り
※子豚事故率以外は同成績として試算

普及に当たつての留意事項
Oオールイン・オールアウトを確実に行う
ためには、既存豚舎の適正飼養頭数を
把握した上で、飼養フローを決定し、そ
れを厳守することが重要。
O簡易離乳豚舎の設置によりふん尿混
合汚水が増える場合は、既存の浄化処
理施設の能力で対応可能であるかを事
前に確認する必要がある。

取り組みの事例
O簡易離乳豚舎 (子豚ハウス)の利用に
より、離乳以降の事故率が大幅に低下
した
す
。

O同じ豚舎空間に同一日齢のグループが
いるので、飼養環境のコントロールがし

やすい。

日 r―ザレイン

1日 +

実施前 実施後

子豚事故率 15.0% 6.0%

1母豚あたり出荷頭数換算 (※ ) 21.5頭 23.7頭
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養豚 生産コスト縮減に向けた取組

(具体的な優良事例 )
スリーセブン(グループ生 システム)への取り組み

※スリーセブンに移行すると、管理方法が
一部変わるため、具体的な優良事例を以

下に紹介。

スリーセプン 母区の作業サイクル (7グループに分ける)

肉隠出荷は離乳・交配と同じ時期

準備する祐段
・分娩舎 2グループ分
・巌乳舎 3グループ分
・由阻◆ aゲループ今

同じ遍に、分娩、離乳、支配の作業が重なることない。

(上記の表のとおり)

スリーセブンの主なメリット
O小規模経営でもオールインオールア
ウトができる。
O作業の集約化と効率化で、休日が取
りやすくなる。(労力2名の時、1名は

週1日の休みなど)
O従業員、後継者がいるところは特に
喜ばれる。

取り組んでみての経営主の感想
O後継者の休日要望から始まつたが、
仕事が効率的になり、やつてみてよ
かった。
O里子がしやすい。
O二人で作業する去勢、ワクチン、切
歯、豚の移動がまとめて一度に作業
できる。
O仕事がメリハリがつく
O母豚1頭あたり出荷頭数が増加した。

主な作業体系
O母豚を7グループに分ける
O各母豚グループは一斉に分娩させ
るように計画し、3週間ごとに次のグ
ループを分娩させる。よつて、各グル
ープの離手Lは一斉に行い、すべて
人工授精が基本

スリーセブンに移行するときにされた最
初の準備と作業方法
①一斉に離乳できるよう、分娩舎、離乳
舎の準備(改造または増築)をする。
②各母豚グループを決めたら、1グルー
プの離乳は一斉に離乳(移行時の最
初だけ、子豚の離乳日齢が18～ 30
日令などとバラツキがでる)
③すべて人工授精
④各母豚グループの2回目の分娩以降
は、4週令で一斉に離乳。(授精日は
同じでも同じ分娩日にはならない。ば
らつく)
⑤去勢は最後に生まれた子豚が1週令
になつたとき。
⑥離乳は曜日を決める。たとえば金曜
日離乳で人工授精は水曜日。
⑦肥育豚舎へは、約2.5ヵ月令で一斉に
移動。

取り組みでの留意事項
O豚舎の改造、増築が必要。
O発情確認、受胎率向上が重要。受胎
が悪いとグループ作りが崩れる。
O人工授精技術の事前習得。

月 日
①
グ,レープ

②
グループ

③
グループ

④
グループ

⑤
グ,レープ

⑥
グループ

⑦
グループ
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養豚 生産コスト縮減に向けた取組

③クーリングパッドによる暑熱

クーリングパッドによる暑熱対策の実施
により、畜舎内の環境制御が容易になり、

分娩舎では分娩率の向上、肥育豚舎で

は肥育期間の短縮や事故率の低減が期

待できる。

外気温   ファンのみ  パッド設置

平均温度の推移

最高温度の推移

体表温度(34～37℃を維持)

<経産豚の分娩率 >

※暑熱期 (5-9月 )l_交配した経産豚の分娩率

４５

４０

３５

３０

２５

２０

7/15    7/20    7/25    7/30    3/4     8/9    8/14    8/19    8/24

取り組みの事例
O開放型豚舎であつてもカーテン補修
するなど機密性を確保することで、ク
ーリングパッドを設置することができ
た。
Oクーリングパッドの冷却効果により
豚舎内温度は30℃を越えることは
なかつた。
O暑熱期 (5～ 9月 )の分娩率は13.8%
向上t年間でも6.3%向上した。
(H27-28家畜生産性向上対策事業に
よる現地実証試験より)

― 外気温

― ファンのみ

― パッド設置

普及に当たっての留意事項
O入気口付近は風速が強いため、豚
に直接風が当らない工夫(衝立の設
置等)が必要。
Oスノコ床やワイヤー床の場合、腹冷
えを防ぐための工夫(汚水ピット開口

部へのカーテン設置等)が必要。
O分娩舎の場合、哺乳子豚の生活域
へすきま風が流れ込まないよう保温
箱の設置が必須。

〈設置前〉 く設置後〉 増 減
年間 (2～ 1月 ) 73.8% 85.1% 6.3%向上
9～ 1月 平均

※ 61,2% 75,0% 13.3%向上
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養豚 生産コスト縮減に向けた取組

④ベンチマTキング

ベンチマーキングシステムPi」NFOは、3カ

月おきに各農場から収集した出荷頭数や販

売金額など30項目からなるデータを用いて

農場の成績を算出し、それを基に全国の農
場中での自農場の順位や各農家の優れた

点、劣つた点などの評価結果が作成される。

劣つている指標は改善目標値を提示し、日

標値達成時の推定年間増出荷頭数と増収

益も示される。

普及に当たつての留意事項
O数値の把握だけで終わらず、具体
的改善に取り組む。

03か月に1回、継続的にデータを事
務局へ送る必要がある。送付が遅

れても継続する。
O成績書は必ず獣医師や関係機関、
また仲間と共有しながら改善に取り

組む。
O種豚メーカーや飼料会社等が実施
するものもあり、自分に合つたもの

を選ぶ。複数加入ありも

取り組みの事例
O母豚1頭当たりの出荷頭数が増えた
り、格付が上がるなど所得が増えた。

O数値をもつて課題が把握でき、改善
点の絞り込みと優先度がわかりやす
い 。

O優良農家との比較ができ、自己経営
の伸びしろ可能性がわかり、意欲が

出てきた。

O融資相談において、金融機関の信
頼度が高まった。

項 目 A

〔′畳 R緊〉 0

刀選1滅 B F
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目 1.農家へ|の返却結果 (在が成績表 右が生産ツリー )
A._上位109も以上、8・中上位1096～ 上位2596、 Ct“上位219も～中央値、

D.出中央盛～下位2596、 E."下位2596～下位109も、汗̀“下位109も未満

成 績 表 の 一 部 農林水産省HP
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養豚 生産コスト縮減に向けた取組

2)低コ 卜対策

①未利用資源利用による飼料

食品残さや規格外農産物などの未利用
資源を有効利用する(エコフィード)ことで、
飼料費の低減を図ることができると
高水分の材料については、液状飼料とし
て利用(リキッドフィーディング)することで、
乾燥に係るコストを節減できる。

エコフィードとは?
エコフィード(eco―feed)とは、食品製造
副産物、加工くず、農場残さ、調理残さ、
食べ残し等を利用して製造された飼料の
こと。

豆腐粕 焼酎粕

規格外ばれいしょ ミカンジュース粕

パンロ菓子層

取り組みの事例
O未利用資源の利用により、飼料コストを
17%削減できた。
Oリキッドフィーディングにより飼料効率が
大幅に向上した(肉豚飼料要求率2.11)と
(ベンチマーキングデータより)

普及に当たつての留意事項

O原料の成分分析を行つた上で、専門家
のアドバイスのもと適正な飼料設計を

行うこと。また、厚脂や軟脂等の発生が

増えていないかなど、生産された肉の

性状を適宜確認すること。

O排出業者や廃棄物処理業者と入念な
検討を行い、飼料コストの削減が可能

で、かつ永続的な取り組みとなるよう、

取引条件の設定を行う必要がある。

O「飼料安全法」「食品残さ等利用飼料

の安全確保のためのガイドライン」「食

品リサイクル法」など関係法令に留意

する。

リキッドフィーディングに対応した肥育豚舎
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養豚 今後導入及び普及が期待される取り組み

2E今後導入及び普及が期待される取り組み
1)生産 向上対策

①畜産ICT機器による体重測定

出荷時の体重は、枝肉の格付および販売

価格に影響し、また肥育日数が伸びると飼料

費も高くなるため体重測定は重要である。し

かし、豚衡器での体重測定は労力がかかり、

生産者の目勘で出荷されているケースが多

い。
近年、開発されているICT技術による体重

測定機器を利用すれば、省力化と販売金額

の向上が期待できる。

ICT機器で省力的な体重測定

普及に当たつての留意事項
O機種にはいくつか種類があり、群単位
での測定や、個体ごとに測定できるも

のがある。
Oまた出荷時だけでなく、飼育途中でも
測定したものは、その推移もデータ保

存でき、飼養管理の検討材料に利用

できるものがあり、自己経営に合つた

機種を選定

取り組みの事例
OICT機器は手で持ち運べるカメラ仕様で、
豚の体重測定が省力的にできる。

O体重測定の効果 (冨式算)
枝肉重量70kgと 7 5kgの差(5kgの増加)

肉豚2,OOO頭の場合
(5kg増加のため、飼育日数が5日間延長の時)

販売価格 5kgtt X単価500円 /kg X 2,000頭` =500万
円増加

飼料費  180円 /頭・日とすると、
180円 X5日間 X2,000頭

=180万円増加

差し引き 500万円-180万円

=320万円の所得増

(逆に出荷日齢が長すぎて、枝肉重量が

規格外でオーバーしていた場合は、適正

体重で出荷することで、飼料費低減と格

付けの向上になる)
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養豚 今後導入及び普及が期待される取り組み

①畜産ICT機器による経営
理システム

これまでは、母豚の種付け情報などは
手書きで台帳やボードに記入して管理を
していたため、記録や集計などに労力を
要していた。

③肥育前期豚の浮腫病
ワクチン接種の効果

離乳子豚の一部には眼瞼浮腫病等
の症状を呈して急死する事故があり、
経済的損失が大きい。このため抗生剤
や炭酸亜鉛を飼料添加して治療が行
われている。
しかし今後は、薬剤耐性菌問題や環
境負荷低減の観点から、抗生剤や重
金属類に過度に依存しない飼養管理
が求められている。

取り組みの事例
Oスマホやパソコンでのクラウド管
理をすることで、農場での記録が
容易になり豚の個体管理などが
分かりやすくなり、課題の絞り込
みや対策がとりやすい。
Oまた、獣医師コシサル(飼料メー
カー、関係機関との情報共有も容
易になり、生産性が向上する。
O導入事例では、離乳頭数が0.8頭
増えたところもある。

取り組みの成果
(長崎県畜産研究部門)
Oワクチンを接種すれば、抗生剤を
無添加で炭酸亜鉛の添加を0.3
%から0.15%に半減しても経費
は変わらず、事故率は24%から
2%に激減する。

普及にあたっての留意事項
Oスマホ、パソコン等の入力に慣れ
るまでは、メニカーヘの質問や仲
間との情報交換を行うことが効率
的。

普及にあたつての留意事項
O本成果は、肥育前期 (体重20～
50kg)の子豚について試験したも
ので、離乳直後から20kgまでは
再度検討する必要がある。
O疾病対策では、ワクチンプログラ
ムの作成が重要だが、この技術
も今後プログラムヘの採用を検
討する。
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養豚 今後導入及び普及が期待される取り組み

2)低コスト対策
①減化学肥料のための

堆肥利用

豚糞堆肥は、肥料成分的には牛糞
堆肥と鶏糞堆肥の中間の傾向で、化
学肥料の代替として利用することも可
能で、肥料高騰時は特に耕畜ともにメ

リットがある。
堆肥の投入量は、右記の計算で目
安量を算出できる。

表 肥料的効果を考慮した家畜ふんたい肥施用量の計算方法

家畜ふんたい肥(常ゴIta)=

代替率(9も )

必要基肥室素量(1患 lliOa)x ―一―――― X

100

100 100

X 

―
たい隠の室素合有率(9il   肥効率(96)

取り組みの事例
○化学肥料を豚糞堆肥で代替さ
せた試験では、化学肥料区と

同等またはそれ以上の収量が

あった。
ソルゴー(展示圃:県央振興局)
ばれいしょ(試験 :長崎県農技
開発センター、展示固 :島原振
興局)
○飼料用米に施用し、豚の飼料
に利用することで、旨味がある
‐豚肉が生産できるとともに環境
にやさしい資源循環型農業がで
きている。

表 家畜ふんたい肥の肥効率の目安    ―黒ポク露亀野菜対象〔千盛県,―
たいЯ電のと1堅轟含有瓢 lヽ たい

乾糊当たり 現務当たり 肘

'2010～ 16 20 800贈 2

2～ 4 1こ付盟 50 30

4″ 32'い 60 B0

800～ 2 0留 16

2荘4 1～2 3〔l 80

1駕 2～ 40 翻

90

90

98

種類

鶏ふん堆肥

緻ぷんi牛

ふん堆肥

普及にあたつての留意事項>
○堆肥の譲渡は、無料であつても
特殊肥料生産者の届出が必要
○堆肥を販売するときは、肥料販
売業務開始の届出が必要
○耕種農家に初めて使つてもらうと
きは、サンプル提供するなどPR
も必要と
Oペレット堆肥は機械が高額なこと
と製造技術面も課題があるため、
個別農家では特に費用対効果の

検討を行い、また農協など共同
組織での製造も検討する。

ペレット堆肥
○堆肥をペレット化することで貯蔵容積が減少
して保管庫コストを削減できる。また堆肥散
布機 (マニュアスプレッター)を持たない耕種
農家も既存の肥料散布機で散布することが
できる。
O肥料取締法の改正で、堆肥と化学肥料の混
合利用が可能になり、新設された「指定混
合肥料」は届出で生産も可能になつた。
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養豚 生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

3日 生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーシ当ン)

(円/母豚1頭 )

(円 /肉豚体重1 00kg)

項(費)日

R4現状

割合

改善後

割合

削減率 主要な取組

素畜・種付費 32,699 3.2 32,699 3.3

飼料費 671,855 66.0 655,894 65.5 2'6 体重測定

農業薬剤・診療衛生費 39,264 3.9 39,264 3.9

動力光熱費 53,726 5,3 53,726 5.4

諸材料・数料費 7,224 0.7 7,224 0.7

減価償却費 57,177 5.6 57,177 5,7

雇用労働費 19i345 ■9 19,345 ■9

その他経費 136,620 13.4 3ヽ6,511 13.6 化学肥料の低減 (堆肥利用増 )

計 1,017,911 100 1,001,840 100 ベンチマーキング、経営管理ICT

R4現状対比(%) 100 98 2%

項(費 )目

R4現状

割合

改善後

割合

削減率 主要な取組

素畜・種付費 1,841 3.2 1,655 3.3 10,l ※人工授精、多産系母豚

飼料費 37,830 66.0 33,193 65.5 12%

農業薬剤・診療衛生貴 2,211 3.9 1,987 3.9 10% ※オールインオールアウト

動力光熱費 3,025 5.3 2,719 5.4 10%

諸材料・敷料費 407 0,7 366 0.7 10%

減価償却費 3,219 5.6 2,894 5.7 10つ l

雇用労働費 1,089 ■9 979 ■9 10,も

その他経費 7,693 13.4 6,908 13.6 10% 化学肥料の低減 (堆肥利用増 )

計 57,315 100 50,700 100

R4現状対比(%) 100 88 12%

母豚1頭当たり肉豚出荷頭数 24 26 ※ベンチマーキング
経営管理ICT年間出荷頭数 4,800 5,200

枝肉重量(肉豚1頭当たり) 74 76 ICT体重測定

*は平成30年長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み(技術)である。

各費目毎の削減率は、主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である
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養鶏 養鶏_生産コスト縮減に向けた取り組み

1日 生産コスト縮減に向けた取り組み
1)低コスト対策

①間欠照明による飼料及び
電力費の低減 (採卵鶏)

②一定期間の暗期の設定
ロ

鶏は光の刺激に敏感に反応し、成長や産卵
に大きな影響を受ける。
成鶏では、14～ 17時間の連続照明が一般
的であるが、『間欠照明(点灯と消灯を繰り返
す)技術』は産卵率は低下せず飼料摂取量は
減少するので省エネルギーのみならず、飼料
要求率の改善が図れる。

参考 :基本的点灯プログラム  (チャンキー HPより)

取り組みの事例
O鶏は暗期に休息する。暗期を含んだ
照明プログラムは、鶏の休息やストレ
ス軽減、脚の健康強化等にも必要で、
飼料効率や育成率向上に効果があ
る。突然の停電パニック防止にも有益
である。 (公社)畜産技術協会取り組みの事例

○ウインドレス鶏舎において、産卵ピーク時
の採卵鶏 (30週齢)に「間欠照明(15分点
灯、45分消灯を繰り返す)を実施すると、
連続照明法と比べて1日 1羽当たりの飼料
:員取量は約5.4g減少した。
Oこれは、5万羽規模なら1日に270kgの飼料
費が削減される計算になる。飼料摂取量は
減少するが 産卵率は低下しないため、収
益アップにつながる。ィ
Oさらに点灯用の電気の使用時間は連続点
灯と比べて55%も少なくて済んだ。
(松崎正治 畜産の研究 第50巻より1996年 )

普及に当たつての留意事項
O鶏の健康のため、アニマルウェルフェ
アに留意して設定をする。
07日齢までのヒナには、長時間の暗
期は推奨されない。

普及に当たつての留意事項
(採卵鶏)
①間欠照明は、採卵ピーク時に一時的に

行うと、産卵率の低下を招く場合がある
ので、育成時期から継続、または産卵開
始直前16～ 18週齢からの開始がよい。

日齢 点灯時間 暗期時間

0-7 23時間点灯 1

8-出荷3日前 18～ 20時間点灯 4～ 6

出荷の最終3日間 23時間点灯 1
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養鶏_生産コスト縮減に向けた取り組み

③発光ダイオiド(LED)による
カ の

鶏舎内照明を白熱電球からLEDを使つ
た鶏舎照明用ランプに変えることで、電力
料金の削減と炭酸ガス(C02)排出抑制
につながる。

表1収支例 (1万羽規模、1年間で試算)

※LED照明:電球個数(78個 )X@3:800円 ■5万時間(寿命)X5,840時間(16時間X365日 )

LED電球は10～15謂当たり1個を目安に鶏舎内に設置する。(白熱電球と同個数)

白熱照明:電球個数(78個 )X@100円■1千時間(寿命)X5!840時間(16時間X365日 )

取り組みの事例
(採卵鶏)
O採卵鶏の健康状態や産卵性は同等。
OLED照明の照明経費(電気代+電球
代)は、白熱球照明の約1/7である
(電気代は約1/15)。 (表 1)
OLED電球の寿命(約5万時間)は、白
熱電球 (約 1千時間)に比べ50倍と長く、
付け替えは約2ヶ月毎から約8年毎ヘ

と大幅に省力化できる。
(兵庫県立農林水産技術総合センター)
(ブロイラー)
Oプロイラー常時16万羽、年間4.5回転
の農場で試験を実施した結果、飼養期
間中に1,445kwh(電力料金で31,790
円)の削減となり、電気代のみでも1羽

当たり3円 1銭の削減効果が見られた。
(畜産コンサルタント)

普及に当たつての留意事項
OLED照明は構造上照射角が狭いため、
高さなど設置場所を考慮した選定が必
要であると
O白熱電球40w相当の照度が必要であ
る。
O防水タイプを選定する(防水でない場
合は水洗口消毒時に注意を)
OLED素子は熱に弱いため、放熱に注
意する。

電気代 電球代
※ 照明経費

LED照明 238Ю円 35,000円 58,000円

白稲碗膵B味 359,000円 46,000円 欄5,000円
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養鶏_生産コスト縮減に向けた取り組み

④未利用資源活用による

未利用資源を活用することで、生産費の70
%近くを占める飼料費を低減することができる。

優良農家の取組事例(採卵鶏 2万羽)

(エコフイードの製造工程)

①各仕入先
より運送 (フレ
コン等)

⑤採卵鶏へ給与

(配合飼料 :発酵飼料

=9:1)

④食 品残湾飼料製造機
(酵母添加。pH5.56、 moに 11～ 14%)

【行程】
(発酵1日 →乾燥1日 →風乾1日 ) 攪拌発酵機(OFR)

取り組みの事例
O飼料費約40円/kg(光熱費等及び機
械償却費含む)。
O酵母発酵なので、消化吸収の改善とそ
れによる鶏糞量と臭気の低減Ь
O配合飼料に10%添加 (将来的には
40%源 力ヽ口が目標)。
O発酵飼料の成分によつては、配合飼料
のCPを下げることが可能となり、さらに
飼料費低減。
①10%配合では卵殻の異常、採卵率、飼
料要求率の低下は認められない。

普及に当たつての留意事項
O機械等の設備投資が必要である。
O配合t調整などにかなりの労力と時
間がかかる。
O水分調整が必要 (発酵機投入段階
水分40%以下)である。
①発酵飼料の割合が増えれば、製品
の飼料成分のパラツキが大きくなる
リスクがあるため、成分分析及び飼
料設計が必要である。
○「飼料安全法」、「食品残さ等利用飼
料の安全確保のためのガイドライ
ン」「食品リサイクル法」など関係法
令に留意する

②乾燥機で乾燥
(豆腐粕、ビール粕:約 1日 )

保管 (米ぬか、卵殻等 )

③ミニロー
ダーで混合

計量日,袋詰め
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養鶏_生産コスト縮減に向けた取り組み

⑤堆肥の有効利用による収益性

鶏糞堆肥は肥料に比べ安価であり、豊富な
養分を含んでいるので、堆肥化施設・機械を利
用した良質堆肥生産と、堆肥成分分析により肥
料成分を耕種農家に提示することで、鶏ふん堆
肥の利用を推進させる。

取り組みの成果
(採卵鶏)
O成分分析、作物の生育状況の確認によ
り、野菜農家の要望に応じた堆肥の生産
を実施したことで、処理に要した経費以
上の額で販売されている。
(プロイラー)
O鶏舎内で天地返し行うとともに、堆肥舎
で高温発酵させた戻し堆肥を利用するこ
とで、敷料代の節減が図られた。
O鶏糞に敷料が入り、比較的水分が低い
ので、水分が高い乳牛糞の副資材として
酪農家から利用されることがある。
O堆肥原料を求める耕種農家から、鶏舎
からの鶏糞の搬出支援を受け労力軽減
が図られている。
O化学肥料の代替としても利用されている

普及に当たつての留意事項
O堆肥は、季節や副資材等で成分や
発酵度合いが変化することがあるの
で、定期的な成分分析が望ましい。
特に乳牛糞の副資材としての利用に
おいては注意が必要である。
O他人に譲渡する時は、有償無償にか
かわらず、特殊肥料届出を行う必要
がある。また、販売するときは肥料販
売業開始の届出が必要。
O化成肥料等を含む場合、内容により、
「混合堆肥複合肥料」は登録が必要｀
だが、「指定混合肥料」は届出でよく
なり、関係機関に問い合わせる。
O地域への配慮 (臭気など)も心がけ
る。

鶏糞発酵堆肥化施設
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養鶏_生産コスト縮減に向けた取り組み

2)生産性向上対策

①ハエ対策

ハエ(衛生害虫)の発生は家畜生産性の
低下やt伝染病等の媒介こ労働者のストレスこ

周辺環境への影響を及ぼすだけでなく、消費
者へのイメージなど多くの面でマイナス要因
となります。

取り組みの事例
(幼虫・成虫対策)
O発生源除去が難しい場所や発生し
た成虫には、薬剤散布や捕獲を行つ
ている。
OIGR剤 (幼虫脱皮阻害剤)の活用
幼虫は成虫の約4倍存在するとされ
ており、薬剤対策は幼虫期から対策
を行い、ハエの発生を抑えるのが最

げている

取り組みの事例
(環境 (発生源)対策 )
O防除の基本は「発生源の除去」。(家畜
心、ん尿、残飼など)畜 舎内のこまめな
清掃
Oハエは 1週間程度で成虫になることか
ら、7日以内に除糞を行い、1～2日以内
に堆月巴化。
O堆肥化では発酵温度の上昇によリハ
エの卵の駆除が出来る。

普及に当たつての留意事項
OIGR剤は、適量を定期的に散布。面
積を測つて薬剤量を決める。
○粉状のままも可能だが、水に溶かし
て噴霧してムラなくすることも効果的。
O寒い冬を除いて年間、定期散布す
る。2月後半には散布開始。
O薬剤散布は、散布場所の漏れがな
いようにする。
O責任者と作業者の連携と責任感が
重要

IGR剤の散布 (ハエを発生させない)は、効果的

高床式

すのこの糞の除去を忘れずに。
下に糞を落として薬剤散布など

低床式

糞が低い位置にあるので、水溶液
にして散布するのが作業しやすい

要囀苺:斗學航お導〒F

―
| 十=七 T

締 毯
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養鶏_今後導入及び普及が期待される取り組み

2日 今後導入及び普及が期待される取り組み
1)生産 向上対策

①クーリング・パッドを設置した
トンネル換気型無窓鶏舎
滸Ⅲi寧岳

'■
諄軒:|:事Ⅲl事暉ざ事〒藤蔀轄モ錦ヽ コ騒田■瞬隠暉関函岡田鳳恩度風隠峯群準:|=すi

クーリングツ ッヾドを設置したトンネル
換気型無窓鶏舎では、夏季の暑熱期に
入気を効率よく冷却できるため、特に採
卵養鶏鶏舎では有効。

クーリングツミッドを設置した
トンネル換気型無窓鶏舎(採卵鶏舎)

取り組みの事例
O夏場の猛暑日で、外気温が35.O
～36.0℃ある時でも、クーリングツミ
ッドを通過してくる空気は外気よりも6:
0～3.0℃低くすることができた。
(畜産の研究)

(採卵鶏)
O飼料摂取量は7銘柄、全ての鶏種
で平均8.5g増加した。(群馬畜試研
報第10号 )

(プロイラー)
O育成率が4.3ポイント上昇し、飼料
要求率が0.06ポイント向上できた。
(ROSSプロイラー鶏舎の環境コントロ
ール2010日本チャンキー)

普及に当たっての留意事項
Oクーリングウミッドは水冷式であるため、
設置には夏場の冷却水の確保が必要
である。
Oクーリングツミッドは目詰まりを起こさ
ないよう、乾いている時にエアーでホ
コリをよく落とすなどのメンテナンスが
必要である。
O紙製のクーリングツミッドは雨風や日
照によって劣化するため、冷却を必要
としない時期は扉で覆つて保護してや
ることで耐用年数を延長することが可
能b
O鶏舎の全長が70mを越えるトンネル
換気型無窓鶏舎では冬季における鶏
舎前方と後方での温度勾配が出やす
いため、舎内の最低温度が13℃を下
回らないよう配慮した換気運転を行う。
O光線管理を行う鶏舎が東西の向きで
建設され、排気口(ファン側)が西向き
にある場合、排気中の西日が鶏舎内
に入らないよう配慮する。
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養鶏_今後導入及び普及が期待される取り組み

②低エネルギー飼料による誘導 ③アミノ酸配合飼料および
換羽 (採卵鶏)      消化率向上飼料添加物
轟言甚督番幕:て蕪驚璽黙螂蒟纂議肇離司爵Ff子薫狩準増爵麟手三葦■1増蕪 ャ道比岸患

採卵後期の産卵率や卵殻質の低下を改
善する目的で、従来は体重が25～ 30%減少
するまでの絶食処理があつた。しかし、鶏の
ストレスが大きく(アニマルウエルフエアの観
点から推奨できない。また腸内細菌叢のバ

ランスが崩れ、糞中のサルモネラ菌の排菌
の恐れもある。
(愛知県では粉砕もみ殻を用いた低エネル
ギー飼料の試験を実施  農業技術体系)

タンパク含量を抑えることで飼料コストを
削減するため、不足するアミノ酸を補う飼
料も開発がされており、同時に糞中の窒素
を減らして環境にもやさしい技術にするこ

とができる。
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図の出展 :味の素1朱式会社

桶の板をアミノ酸、溜まる水をタンパク質に見立てたモデル。桶の水は最も低い板の高

さまでしか溜まらないため、最も低い板を高くする (最も不足するアミノ酸を補う)と
桶に溜よる水量が増える (体で作られるタンパク質量が増える)。

取り組みの事例
O繊維分解酵素やタンパク分解酵素を添
加することで、消化率を向上させ、飼料
価格を削減した飼料も開発されているb

取り組みの事例
○ふすまと粉砕もみ殻を配合した換羽

誘導飼料の給餌

(CP ll.2%、 ME l,453心 aL/kg)
O白色レグフォーン種で、60週齢時に
21日間不断給観することで誘導換羽
効果があつた。
O飼料要求率、ハウユニット、卵殻強度
も効果も無処理区よりも優れていた。
Oシンバイオティクス(平L酸菌やオリゴ
糖)の添加で、腸内細菌叢の乱れを抑
制できる

取り組みの留意点
O糞の排泄量を削減できる飼料も開発さ
れているが、価格が高く、堆肥の販売
状況を考慮して選定をする。

取組の留意点
O鶏の銘柄で差が出ることがある。
O処理期間は3週間が目安であるが、
最低産卵率が2%以下、50%再産
卵日数が30日 以上になることが成功・

の目安
○もみ殻は出穂期以降の農薬散布を
ひかえたもの。粉砕は3mmメッシュ
程度。
Oふすまを使つた制限給餌法もあるが、
不断給餌がストレスが少ない。
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| 養鶏_今後導入及び普及が期待される取り組み

④ウインドレス鶏舎でのLED
ランプ光線管理

肉用鶏飼育における鶏舎の光線管理
は、生産性に影響を及ばす重要な技術で
あり、LEDや蛍光球が普及している。
波長や照度をコントロールできるLED電
球を用いて、肉用鶏の生産性が向上し、
早期出荷や出荷重量の増加により農家
の経営が安定する。

LEDコンプ0色田を査夏して肉用鶏0生産性を向上きせる管理機術
有威前期は青色寺後期は水色を隠舶

区

突 証 試 験 鶏 書 の様 子 電特許出願中と出願番号 :特願2015-240040

区 週齢＼ 1週  2週  3週 4週  5遇 0週  7週

慣行区 自色 (蛍光尊)

試験区 ホ色

ンプ直下の隠度 :約20,レ ス の服度 :約26ルクスフ

出典
開発機関 :日本フネン株式会社、株式会社イシイ、株式会社インイフーズ、神戸大学、

徳島県立農林水産総合技術支援センター

育成成績が向上
。1羽当たりの体重海(48～ 99g増加し、1羽当たり5～ 14円
の収益増加。          ′
・1万羽鶏舎の場合、約2年で導入コストの回収が可能。
(試算条件モ1羽当たり10円増収、年4.8回飼育、導入費
翻∞万円〕※請条件により異なります

■慣行区 日試験区
３
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試験1  試験2     試験1 試験2
平均体重(kg)      1羽当たり率l益 (円 )

ウィンドレス鶉舎飼育宴証試験結果 (平成27年度実施 )
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養鶏…今後導入及び普及が期待される取り組み

⑤ネズミ対策
汗ⅢⅢI:|千工11々■主ギ|ま常■をお考ばrFI「|1乖―〕!=|:f11著 !1生どli114111● |

鶏舎にネズミが侵入することでウイルス

等の病原菌が持ち込まれる危険性が高ま
るため、侵入防止策として鶏舎の屋根の隙
間または壁面の破損個所を修繕する必要
があるが、コストや作業時間の面で十分な
対策ができないことがある。

[具体的データ]

漆喰塗装前

図 1

漆喰塗装後

漆
'A塗
装によるネズミ侵入防止対策の状況

拡大図

図 2 廃材を用いたネズミ侵入防止対策の状況
RE.セミウインドレ増◆におけるネ〆ミ観入筋止貯津げ)喜烙iなみ鶴景敬の構奉

普及にあたつての留意事項
○殺鼠剤、粘着剤の設置も必要である。
鶏舎のオールアウト時に市販のネズミ

忌避剤 (燻煙タイプ)を併用することで、
侵入防止対策はより効果的になる。

取り組みの事例
O漆喰と廃材を用いることで、既存鶏舎
(1,000羽程度)におけるネズミ侵入防
止対策は1万円程度の低コストで行うこ
とができ、労働時間は一人で7時間以
下である。(長崎畜産研究部門)

攀pl 1月    2月     3月     4月    S月     6月     7月     3月     9月     tO月    11翼     12月     辞

働16年

2017年

掛1,41ヰズミ役入勝止霧無亀静常期

欝18攀
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養鶏_生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

項(費 )目

R4現状

割合

改善後

割合

削減率 主要な取組

素畜L種付費 81,428 1.4 81,428 ■5

飼料費 4,334,237 76.8 4,141,604 76.0 4,l 誘導換羽

農業薬剤日診療衛生費 57,800 1.0 57,800 1.1

動力光熱費 106,600 1,9 106,600 2.0

減価償却費 271!134 4.8 271,134 5.0

雇用労働費 49,640 0.9 491640 0.9

その他経費 740,287 13.1 739,351 13.6 ※クーリングパド防暑

計 5,641,125 100 5,447,557 100

R4現状対比(%) 100 97 3%

3.生産コスト縮減に向けた取り組み (経営シミュレーション)

1)採卵鶏
(円 /採卵鶏1,000羽 )

2)ブロイラー
(円 /肉用鶏1,000羽 )

*は平成30年長崎県農林業基準技術で採用した技術である。

主要な取り組みの赤字は、今後導入及び普及が期待される取り組み (技術)である。

各費目毎の削減率は、主要なコスト縮減の取組を組み合わせた際の削減率である

項(費 )目

R4現状

割合

改善後

割合

削減率 主要な取組

素畜日種付費 398,090 16.5 398,090 17.0

飼料費 1,352,407 56.1 1,286,607 54.9 5% LED照明、暗期の設定

農業薬剤口診療衛生要 37,202 1.5 37,202 1.6

動力光熱費 135,904 5.6 135,904 5.8

諸材料B敷料費 33,846 1.4 33,346 1.4

減価償却費 175,694 7.3 175,694 7.5

その他経費 2771434 11.5 277,434 11.8

計 2,410,576 100 2,344,776 100

R4現状対比(%) 100,` 97% 391
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